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1読 みにおけ る話す ・書 く活動を通 して児童 に付け たい力 と望 ま しい姿

2各 分科 会におけ る実践事例(r学 習活動の工夫』)
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○ 高学年A分 科会

r互 いの 「読 み深 あア ラカル ト」を読み合 い,

○ 中学年A分 科会

r「 学 び合 い」 とい う活動 を通 して,

○ 低学年分科会

r「 たか らさが し」 によ って楽 しく伝え合 い,

○ 高学年B分 科会

○ 中学年B分 科会

自分 の表現 に役立て る』

自分の思 いや考えを よりよ く表現 しよ うとす る』

自分が書いた ものを振 り返 る』

『 「交 流 」 とい う活 動 の 効 果 に よ って ,考 え や 思 い を よ りよ く表現 しよ う とす る』
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r「 ピカ イ チ,い た だ き カー ド」 で 自分 の よ さに 気付 き,よ りよ く表現 しよ う とす る』

皿 研究 の成果 と課題

〈要 約 〉

これか らの児童 は,伸 び伸 び と自 らの個性 を存分 に発揮 し,自 己実現を図 る ことので き

る力が求 あ られて いる。 その力 を高 あるためには,様 々な価値 を認めなが ら様 々な人間 と

コ ミュニ ケーシ ョンを図 り,お 互 いの素晴 らしさに気付 く能力をっけなければな らない。

本研 究 は,読 みの過程 にお ける話す ・書 く力を見直 し,個 性の発揮 と自己表現力育成に

つなが るものを明 らか に し,お 互いの よさに気付 きなが ら自分の表現力を高めて いこうと

す る児童の育成 を 目指 した ものであ る。

24

1



1共 通 研究主題 自 己 を 表 現 す る 力 を 育 て る 指 導 の 工 夫

読 みを通 して,話 す ・書 くカを伸ばす指導

1主 題設 定の理 由

21世 紀 に向けて,こ れか らの社会 を担 う児童 に とって,目 の前 にあるの は,価 値が 多様化

し,国 際化 ・情報化の進展 した,急 激 に変化 す る社会で ある。 そのよ うな社会 において,多

様 な価値を認 めなが らも,自 分の考えを持 ち,社 会 に主体 的に対応 し,心 豊か にた くま し く

生 きて い くことので きる人間が強 く求 め られ てい る。

児童の実態 と して,近 年不登校の数が過去最高 とな り,第15期 中央教育審議会の答 申にお

いて は,そ の原因の一つ と して人間関係 をつ くる力が弱 い ことをあげて い る。更 に少子化の

進 行で,家 庭で本来培われ るべ き コ ミニ ュケー シ ョン能力が低下 して きて いる。

一方,パ ソコ ンの進歩や イ ンターネ ッ トの 普及 によ り,多 様 な情報か ら自分が必 要 として

いる ものを うま く取 り出 し,選 択 し,使 い分 け る能力が飛躍 的に伸 びて きた。今後 は,自 分

の情報を送 った り,伝 えて広 めた りす る能力 が今以上 に必要 とされ るよ うになるだろ う。

こケした社会 において,こ れ か らの児童 に求あ られて い るものは,伸 び伸 び と自らの個性

を存分 に発揮 し,自 己実現 を図る ことので きる力であ る。 その力 を高めるためには,様 々な

価値 を認 めなが ら,様 々な人 間 とコ ミニ ュケー シ ョンを図 り,主 体 的に人 と関わ りなが ら,

言語 を通 して,お 互 いの素晴 ら しさに気付 く能力を付 けて いかなけれ ばな らない。

国語科 において は,自 分 の思いや考えを 自分の言葉で表 現 し,友 達の表現 を 自分の表現 に

生かす ことので きる能力,及 び学 び合え る人間関係を 自ら作 ってい こうとす る態度 を養 うこ

とが必 要で ある。 これ らの教育課題 を踏 まえ主題 を設定 した。

2研 究主題 に対す る基本 的な考 え方

私 たちは,表 現力育成 における望 ま しい児童の姿 を次のよ うに とらえだ。

・進んで 自分や友達 のよさを共有 しなが ら,自 己を表現 しよ うとす る児童

・自分の思 いや考 えを,豊 かに表現 す る力 を身に付 け る児童

・身 に付 けた 自己表現力を学習 や生活 に生 か し,役 立て,よ りよい人 間関係 を作 ろ うと

す る児童

上記の児童像を 目指す ために,次 のよ うな3っ の基本的 な考 え方 に立 ち,学 習指導 の改善

を図 って い くことに した。

A自 分の言葉 で,自 分 ら しく表現 できるために

自己表現力 をP自 分 らしさを取 り入れて表現 する ことが で きる活動を支え る能力 』であ る

ととらえた。 児童が 自分の思いや考え を自分 の言葉で表現で きる ことが,自 分の個性 の発揮

で あ るととらえた。 それは,同 時 に,相 手 に自分を理解 して もらうことで ある。

国語科 で培 われた 自己表現力 は,国 語の教科 を越えて主体的 な活動 と して広が った時に,

生 きて働 いて い く表現力 とな ると考え る。

B「 読み の過程 における表 現力を伸ばす」視点 に立つ

読みの過程 にお ける話す ・書 く活 動を見直 し,個 性 の発揮 と自己表現力の育成 につ なが る

ものを明 らか に して い くことを切 り口と して研究を進め ることに した。

そのため には,児 童が,読 みの どの過程 において,自 分の思いや考えを表現 した いのかを
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明確 にす ることであ る。ただ活動を計画 し,さ せていた とい う反省 に立 ち,① 活動の必要性

があ るか。② どこで どんな話す ・書 く活動を設定すれば,ど んな力がっ くか。 を見直す こと

に した。 これ らは,r読 みの過程 におけ る話す ・書 く力 』の具体的な力を望 ま しい児童の姿

と して明 らかにす ることであ る。

C友 達 の表現 に共感 し,よ さに気付 〈ことのできる活動 の場 の設定 と個 に応 じた支援 と評 価

自分の言葉で表現 した もの を相互 に伝 え合 う場 を設 定 し,児 童が 目的意識 ・相手意識を持

って表現 しよ うとすれ ば,そ の意欲 は再 び読 みの力へ転移す るとい う相乗的な効果が働 くと

考え た。伝え合 う場面で は,表 現 した もの を振 り返 った り,学 び合 った りす ることによって,

自分の表現へ と何 らかの形で生か して い くよ うになる。 自分や友達 のよ さに気付 くことので

きる力(自 己評価 ・相互評価能力)は,r個 の読み』が充実 して こそ備 わ ってい く。 そのた

め には,教 師がr個 の読みの力』を しっか りと見据えた うえで,r個 に応 じた支 援 ・評価 』

を工夫 しなければな らな いと考え た。

3研 究 の内容 と方法

(1)研 究 の内容

研究主題 に迫 るたあに次の ことを切 り口 と して研究 を進 ある ことに した。

① 自分 の言葉 で,自 分 ら しく表現 で きる多様 な表現活動 の工夫 をす る

② 児童がお互 いのよさに気付 き,自 分 の表現 に生かす ことがで きる単元展開の工夫をす る

③児童の よさを生 かす ための個 に応 じた支援 と評価の工夫 をす る

④国語科の基礎 ・基本的 な内容 を新 しい学力観か らとらえ なお し,表 現 と理解 との関連を明

らか に し,そ れ を望 ま しい児童 の姿 として とらえ,単 元の学習や発達段階 に応 じて,児 童

に付 けたい力や望 ま しい姿の あ らいだ しをす る(こ れ らをてがか りにすれば,支 援 ・評価

計画を より効果的 に立てて い くことが可能 となると考えたか らであ る。)。

(2>研 究の方法

研究主題 の具体 化を図 るため に,次 の ような仮説 を立て,そ れに基づ いて5つ の分科会 を

構成 し,そ れぞれの分科 会研究主題を設定 し研究を進め る。

〔研究仮説〕 主体 的な読みの過 程で,児 童が思いや考えを表現 し,そ の中で 気付 いた友

達 や 自分 のよ さを生かそ うとす る学 習活動 を計画 的に設定すれ ば,豊 かに

自分 を表現 しよ うとす る児童が育 っ。

・低学年分科会

・中学年A分 科会

・中学年B分 科会

・高学年A分 科会

・高学年B分 科会

r読 んで感 じた ことや考 えた ことを,楽 しく表現 し伝え合 う児童 を育て

る学習活動 の工 夫』

r相 手 とのかかわ りを大切 に しなが ら,進 んで話す児童を育て る学習活

動の工夫 』

r読 みの 中で 自分の思 いや考えを,自 分の よさをいか しなが ら表現(書

く)す る児童を育て る学習活動の工夫』

r目 的意識を もって互いの読 みを学び合 うことを通 して,適 切に 自分 ら

しく表現 す る児童を育て る学 習活動 の工夫 』

rイ メー ジ豊 かに読 む中で,自 分 の考 えを深 め,よ りよい表現(書 く)

を求 あて い く児童 を育て る学習活動の工夫 』
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4研 究の構想

新 しい学力観

新 しい評価観

東京都教育委員会の教育 目標 社 会 的 要 請

保護者の願い

の

い

科

、り

語国

ね

〔共通研究主題〕

自己を表現す る力を育てる指導 の工夫

児童の実態

教師の願い

〈目 指 す 児 童 像 〉

・進んで 自分や友達 のよ さを共有 しなが ら,自 己を表現 しよ うとす る児童

・自分の思 いや考 えを,豊 かに表現 す る力を身に付け る児童

・身 に付 けた 自己表現 力を学 習や生 活 に生か し,役 立 て,よ りよい入間関係を作 ろ

うとす る児童

〔研究 副主題〕

読 みを通 して,話 す ・書 く力を伸ばす指導

〔研究のね らい〕

読 みの過程 にお ける話 した り,書 いた りす る活動を見直 し,個 性の発

揮 と自己表現力の育成 につ なが る ものを明 らか にす る。

〔研究仮説〕

主 体的な読みの過程で,児 童が思 いや考えを表現 し,そ の 中で気付 い

た友達や 自分の よさを生か そ うとす る学習活動 を計画的 に設定すれば,

豊 か に自分を表現 しよ うとす る児童が育っ。

単 元 展 開 の 工 夫

研 究 の 内 容〕 一
支 援 と 評 価 の 工 夫1

低学年分科会

研 究 テ ー マ

中学年分科会A

研 究 テ ー マ

中学年分科会B

研 究 テ ー マ

高学年分科会A

研 究 テ ー マ

高学年 分科 会B

研 究 テ ー マ
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II研 究の概要

1読 みにおけ る話す ・書 く活動 を通 して児童 に付 けた い力 と望 ま しい姿

自 分 の 読 み を も っ(一 人読み)

学年

1

・

2

年

3

・

4

年

5

・

6

年

児童 に付 けた い力

○作品 の楽 しさ,お も し

ろさを感 じ取 る力

○ 自分の読みを 自分の言

葉で表現す る力

○ 作者や筆 者が言お うと

してい ることを感 じ取 り,

読 む 目的を もっ力

○ 自分で表現方法 を選 び

自分 の読 みの要点 や中心

点が分か るよ うに表現す

る力

○細か い点 にまで注意 し

なが ら,自 分の力で全文

を読み,学 習の見通 しを

もつ力

○ 目的に合 った表現方法

を選 び,自 分 の読みを分

か り易 く工夫 して表現 す

る力

望 ま し い 児 童 の 姿

・挿 絵 を 見 て分 か った こ とや想 像 した こ とを 話 して い る
。

・心 に 残 った こ とな どを 中心 に 感想 を書 いて い る
。

・サ イ ドラ イ ンを 引 い た り書 き込 み を した り して い る。

例)好 きな と ころ ・様 子 や 気 持 ちの 分 か る と ころ

な ど

・登 場 人 物 の 気 持 ち を想 像 し,吹 き 出 しや 日記 に書 いて

い る。

・場 面 の 様 子 や 人 物 の 気 持 ち を ,紙 芝居 や 絵 本 な ど に書

いて い る。

・読 み 取 った こ とを 絵 にか い て い る
。

・言 葉 の もっ イ メ ー ジを擬 音 語 や擬 態 語 で 表現 して い る。

・サ イ ドライ ンを 引 い た り,書 き込 み を した り して い る

例)中 心 文 ・様 子 や気 持 ちの 分 か る と ころ ・感 動 し

た と ころ な ど

・学 習 の め あて や見 通 しを もち
,学 習 計 画 を学 習 シー ト

に 書 い て い る。

・課 題 解 決 の た め の表 現 方 法 を選 び ,書 いて い る。

例)日 記 ・絵 本 ・手 紙 ・新 聞 ・パ ンフ レ ッ ト ・Qア

ン ドA・ クイ ズ な ど

・サ イ ドラ イ ンを 引 い た り
,書 き込 み を した り して い る。

例)感 想 ・疑 問 ・登 場 人 物 の 心 の っ ぶ や き な ど

・単 元 全 体 の 学 習 の 流 れ を 学 習 シー トに書 いて い る。

例)手 作 りの 本 の 目次 な ど

・友 達 に 自分 の 考 え が 伝 わ る よ うに工 夫 して 書 いて い る
。

例)日 記 ・手紙 ・詩 ・短歌 ・俳 句 ・漫 画 ・イ ラ ス ト

・脚 本 ・紙 芝居 ・Qア ン ドAな ど
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読 み の 視 点 を 広 げ る(主 に読み合 い ・聞 き合 い)

学年

1

・

2

年

3

・

4

年

5

・

6

年

児童 に付 けたい力

○楽 しく伝え合 い,考 え

や表現 のよい ところや違

いに気付 く力

○気付 いたよ さを相手 に

伝えた り,自 分の表現 の

中でまねた りす る力

○ 自分が読み取 って書 い

た ものを互 いに読 み合 っ

た り聞 き合 った り して,

友達の考 えや表現 のよ さ

に気付 く力

○気付 いたよさを相手 に

分か り易 く伝え た り,自

分の表現 に取 り入れ た り

す る力

○友達か ら何を学ぶのか

とい う目的意識を もって

読み合 った り聞 き合 った

り し,考 えや表現の よさ

に気付 く力

○友達 の考 えや表現 の よ

さに共 感 し,互 いに高め

合 お うとす る力

望 ま し い 児 童 の 姿

・書 い た もの を 自分 との違 い に興 味 を も って 読 み 合 って

い る。

・友 達 の書 い た もの の 中 に ,友 達 の 考 え や 表現 の よ い 点

を発 見 して い る。

・友達 の 考 え や表 現 の よ い点 を ,友 達 の相 互 評 価 カ ー ド

に書 い た り,シ ー ル を貼 った り して い る。

・書 い た もの を読 み合 い ,よ い点 や 異 な る点 を 言 い 合 っ

た り,分 か らな い こ とを 聞 き合 った り して い る。

・書 きま とあ た もの を 読 む 目的 を 明確 に して 読 み 合 って

い る。

・友 達 の 書 き ま とめ た もの を 読 み ,自 分 の 考 え と似 て い

る と ころ や 異 な って い る と ころ に 気 付 い て い る。

・友達 の 書 き ま とめ の 方法 や 内容 を 聞 い て 分 か った こ と

を話 した り,疑 問 に思 う こ とを尋 ね た り して い る。

・友達 の 書 きま とあ の 方 法 や 内容 の よ い と ころ を 取 り入

れ,つ け 加 え た り直 した り して い る。

・分 か り易 く感想 や ア ドバ イ ス を書 い て 交換 して い る。

・ 「友 達 に尋 ね た り確 か め た り した い こ と」 「友 達 に伝

え た い こ と」 を学 習 シー トに記 入 した り,印 を付 け た り

して い る。

・読 み 合 い を しなが ら,確 か め た い こ とや疑 問点 な どを

尋 ね 合 って い る。

・友 達 の 読 みの 中 に ,自 分 とは異 な った視 点 を 発 見 し,

進 ん で メ モ を と って い る。

・メ モを 生 か して ,学 習 シー トに加 除修 正 を して い る。

・短 い時 間 に分 か り易 く感 想 や ア ドバ イ ス を書 い て 交換

して い る。
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読 み を さ ら に 深 め る(主 に話 し合 い)

学年

1

2

年

3

4

年

5

6

年

児童 に付 けたい力

○ 友達 と自分 の考えを比

べ る力

○ 自分 の考 え と友達 の考

えを比べ た り,自 分 の考

え をよ り分か り易 くま と

めた りす る力

望 ま し い 児 童 の 姿

・伝 え 合 い を した 友達 の考 え や表 現 の 中で
,よ か った点

や 自分 と は異 な った 点 を発 表 して い る。

・伝 え 合 った こ とを も とに ,自 分 の 表 現 に付 け加 え た り

直 した り して い る。

○ グル ープや学級全体 の

話 し合 いの 中で,よ り多

くの友達の考え と自分の

考えを比べ,深 ある力

・自分 の もの の 見方 ・考 え方 と結 び付 け なが ら読 み
,そ

れ を書 い た り話 した り して い る。

・各 自の読 み の違 い に つ い て 気付 い た り
,話 し合 った り

して,文 章 の もっ意 味 に っ いて 正 確 に と らえ よ う と して

い る。

1・ 作者 や筆者 の意見 に対す る自分の考えを もち,そ れ を

進 ん で 発 表 して い る。

・読 み合 い ・聞 き合 い を して
,他 の 友達 に も紹 介 した い

こ とや みん な で話 し合 い た い こ とな ど を発 表 し合 い,話

し合 い の焦 点 を しぼ って い る。

・グル ー プ や一 斉 で の 話 し合 いの 中で も
,自 分 の考 え と

比 べ なが ら聞 い た り,気 後 れ せ ず に 自分 の 考 え を話 した

り して い る。

・友 達 の 考 え を 聞 きな が ら
,必 要 な こ とが らを 進 ん で 学

習 シー トに メモ して い る。
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学 習 を 振 り 返 り,自 分 の 読 み を ま と め る

学年

1

・

2

年

3

・

4

年

5

・

6

年

児童 に付け たい力

○読 み深 めた ことを生か

し,自 分 の言 葉で楽 しく

表現す る力

○読み深あた ことを生か

し,分 か り易 く表現す る

力

○一時間の学習を振 り返

り,自 己の変容 に気付 く

力

○友達の考えや表現 か ら

学んだ ことを生 か し,適

切 な言葉で表現す る力

○単元全体の学 習を振 り

返 り,互 いの変容 を認 め

合 う力

望 ま し い 児 童 の 姿

・授 業 の 感 想 を 書 き ,自 分 の 学 習 を振 り返 って い る。

・読 み 深 め た こ とを 生 か して ,続 き話 な どを 書 い た り,

発 表 会 を した り して い る。

例)音 読 ・ペ ー プサ ー ト ・紙 芝 居 な ど

・読 み取 った感 想 を 自分 ら し く表 現 した り発 表 した り し

て い る。

・自分 の言 葉 で あ とが きな ど を書 いて い る。

・読 み の深 ま りや学 び方 にっ いて 振 り返 り,次 の め あて

を も って い る。

・読 み深めた ことを生 か して,新 たに 自分の言葉で文章

を書いてい る。

例)手 作 りの本のあ とが き な ど

・発表会な どを開 き,効 果的に表現 す る方法を工夫 して

い る。

・互 いの 読 み の 深 ま りや 表現 の 高 ま りに っ い て ,発 表 し

合 った り感 想 を 書 いた り して い る。

・この表 は,こ の1年 間,各 分科会で 目指 した 「児童 に付 けた い力」 と 「望 ま しい児童の

姿 」の 中心 となる部分 を まとめた ものであ る。 さ らに詳 しい学習活動例及 び教師の支援 に

つ いて は,各 分科会 の研 究のま とめを参照 され たい。
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2各 分科会 における実践事例

1高 学年A分 科会1 研究主題

圏

目的意識 を もって互 いの読 みを学 び合 うことを通 して

適切 に 自分 ら しく表現す る児童 を育て る学習活動 の工夫

互 いの 「読 み深 めアラカル ト」を読 み合 い,自 分の表現 に役立て る

(11教 材名 「石 うす の歌 」

(2)研 究主題 と教材 とのかかわ り

本教材 は,石 うすが歌 う様 々な歌 を通 して,戦 争 の過酷 さに負けず強 く明る く生 きて い こう

とす る人 々の姿を描 いて いる。 おかれてい る時代 や状況 は大 き く異 なる ものの,児 童 に とって

自分 と同年代の主人公千枝子が成長 してい く様子 を,そ の言葉 や行動 に共感 しなが ら読み,そ

の生 き方 にっいて 自分 の考 えや感想 を もつ ことがで きる作品で ある。 その 自分 らしい考え方 を

自分 に合 った方法で書 き表 し,毎 時の学習記録(ワ ー クシー ト)を 一冊の本 に仕上げ る とい う

単元全体 を通 しての めあて を設定 した。 その過程 において,よ りよい表現や新 たな読みの深 ま

りを求 めて,互 いに読 み合 った り話 し合 った りす る活動 を取 り入れ る ことによ り,一 層 表現意

欲の高 ま りが期待で き,自 己の変容 に も気付かせ る ことがで きる と考え た。

(3)学 習計画の概要(全10時 間 本 時7/10時)

時

第

一

次

⑭

第

二

次

(6)

第

三

次

働

主 な 学 習 活 動

・全文 を読み,初 発 の感想 を

もとに学習計画 を立て る。

・石 うすの歌 を中心 に しなが

ら,場 面 ごとに千枝子 の気

持 ちを読 み取 り,自 分に合

った方法で書 き表す。

・戦争 をテーマ に した他の教

科書作品 を読 み,自 分 の考

えを書 く。

主題 にせ ま るための具体 的な手立て(・ 支援◎評価)

・本単元 において挑戦 してみたい表現方法 を考え させ

前単元で の学習が生か され るよう意識づ ける。

("読 み深 めアラカル ト")

◎ 自分 の学 習課題 と単元全体 の見通 しが もて たか。

・書 き終 わ った児童同士,作 品の読み合 いを させ,読

み合 いア ドバイスカー ドに評価を記入 させ る。

・友達 か らのア ドバイスを もとに,加 徐修 正を促 す。

・一斉学 習で取 り上 げ る例 は,視 覚 を通 して表現 の工

夫 に気付かせ るためにOHPで 映 し出す。

・作業の進 まない児童 には,ヒ ン トカ ー ドの活用を促

す。

◎本文の言葉 に着 目 しなが ら読ん でい るか。

(キ ー ワー ドの視写)

◎友だちの考え方や表現のよ さに気付 き自分の表現 に

役立てよ うと してい るか。

・い くつか読み比べ ることで共通点 や相違点を見つけ

戦争 や 自分の生 き方 にっいての考 えを もたせ るため

に本の 「あ とが き」を書 き加 え る。

◎戦争や 自分の生 き方にっいて,考 えが書 けたか。
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(4>本 時の指導

① 目 標 ・言葉を選んだ り考 え出 した りしなが ら,読 み取 った事柄 を意 欲的に表そ うとす

る。(関 心 ・意欲 ・態度)

・石 うす をひいた ときの千 枝子 の気持 ちを想 像す ることが で きる。(理 解)

・叙述 に即 して想像 した ことや 自分の考えを 自分 の選ん だ方法 で表現 す ることが

で きる。(表 現)

②展 開

※本時 は1.5時 間扱 いのため,研 究授 業時は学 習活動の3か ら行 う。

学 習 活 動

表 現 活 動

・ 支 援

◎ 評 価

1本 時の学習課題 を把握 す る

おばあさん に代わ って,石 うすを引 いた ときの千枝

子の気持ちを読み取り,自 分の言葉で書塾 ≧」

2読 み取った千枝子の気持ち1気 持ちのよく表れて

舶 分の諜 で書誠 す0い る言鄭 視写 し泊

分 の選ん だ方法で書 き

表 す。

3書 き表 した ものを互 いに読1
　

み 合 う。 と 自分 とを比 べ な が ら,

1ア ドバ イ ス カ ー ドに感

睡 どを書く.

・本時で挑戦す る自分の表現方

法(読 み深め アラカル ト)を

確認 させ る。

・ヒン トカー ドの活用 を促 す。

◎言葉 に着 目 し視写で きたか。

◎千枝子 の成長ぶ りに気付 いて

表現で きて い るか。

友達 の表現 した もの[・ 友達の考え方 や言葉 の使 い方

を見合 うよ う助 言す る。

・読 み合 いの途 中で も随時,自

分の表現 の加 徐修正を促す。

[◎ 友達の獺 方法や考え方に関
i心 を寄 せ て い るか 。

i◎ 読 み合いア ドバ イスカー ドに

1 自分の考 えが書 き表せたか
。

4全 体で話 し合 う。

学 習 して気付いて こ

5話 し合 った ことを もとに自iか して,自 分の表現 を1

分の表現を加徐修正す る。i

6学 習の感想を書 く。

iと や深まっ拷 えを倒

・千 枝子 の気持 ちの変化を と ら

えてい る児童の表現を例示 し,

主題 にっいての考えを深あ さ

せ る。

よ りよ く再構成 す る。1◎ 学 習 した ことを積極的 に自分

の表現 に生 か してい るか。

③ 評 価

・言葉 にこだわ りなが ら意欲 的に表現 した り,友 達 の表現 した ものに も関心を もった りで

きたか。

・おばあ さん に代わ って石 うす を引いた千 枝子の気持 ちが表れてい る言葉を見っ け,そ こ

か ら想像 して読み深 める ことがで きたか。

・叙述 に即 して想像 した こと,自 分 の考え等を 自分の選 んだ方法 で表現 し,友 達 との学 び

合 いを生かす ことがで きたか。
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⑤ 研究の成 果 と課題

く成 果 〉

ア 単元 全体 の構成 の工夫

「千枝子 の気持 ちを 自分の言葉で」 とい う単 元のめあて を設定 し,自 分 の立て た学習

計 画にそ って,毎 時間 ごとの学 習記録(ワ ー クシー ト)を1冊 の本 にま とめ上 げて い く

活動 を通 して,児 童に読みなが ら表現 してい く目的を明確 に持 たせ る ことがで きた。

友達 と交流 しなが ら学 習を進 め,一 層言葉 に こだわ りなが ら表現で きるよ うにな った

自分 を,記 録 を振 り返 ることで確 か に実感で きたよ うに思 われ る。 その ことが次への学

習意欲 に結 びっ き,単 元終末 までめあてを持 って学習 す ることがで きた。

イ 目的(相 手)意 識 を持 たせ る工 夫

表現 した ものを互 いに発表 し合い,そ れぞれ のよさを味わ うとい う活動 だけでは,こ

れ まで十分 に表現力 が育成 されなか った。 この反省 を もとに本単元で は,書 き表 した作

品 その もの を互 いに読 み,助 言,評 価 し合 う活動 を取 り入れ る ことに した。 その結果,

同 じ場面で似 たよ うな読 み取 りを していて も,そ れぞれが 自分 らしい言葉 に置 き変えて

いることに強 く関心 を もって,鑑 賞 し合 うことがで きた。

また,読 み合 いア ドバ イスカー ドに,よ か った表現 にっ いて具体的 に書かせ ることで

双方が効果的 な言葉の使 い方 をよ り一層意識す るよ うになり,自 分の考えや表現を よ り

よい もの にす る ことをめざす姿勢が徐 々に養われて きた。

学び合 いを通 して多様 な表 し方の よさに触れ 「自分の好 きな方法で」 とい うだ けでな

く,「 その課題 に対 して よ り効果 的な方法で 」表 そ うとす る児童が増え,当 初の計画を

修正 しなが ら方法を変え た り,い くっか を合わせて表 した りと進んで表現す る楽 しさを

味わ って いる様子 も認 め られ た。

〈課 題 〉

ア 「読みを通 して表現力を育て るとは」を いま一度 と らえなおす必要があ る。表現の仕

方 に重点を置 き過 ぎることな く,作 品の理解を深 め,主 題 に触れ させ る学習 もさ らに充

実 させてい くように,指 導の工夫 を講 じなければ な らな い。

イ 読 み合い ア ドバイ スカー ドの生か し方を さ らに工夫す る必要があ る。せ っか くよい着

目が な されていて も,書 き残 して い くだけで は一方通行 にな って しまう。考えを もった

ら話 した くな るとい う児童の思考の流れ にそいなが ら対 話の場 も与えてい くと,お 互 い

が よ り深 く分 か り合え るうえ に,全 体での発表 に抵抗 のあ る児童 も自分の思いを表出す

る機会が もて ると考え られ る。

書 くこと,話 す ことを効 果的に取 り入れた学 習活動 を さらに研究 してい きたい。

ウ 友達 のよさを自分 の文章 に も生か し,さ らに表現 を高 めるための読 み合 い学習 を成 り

立 たせ たか ったが,友 達 の書 いた ものを 「見 たいjr知 りたい」 とい う興 味 ・関心 に終

始 して しま った児童 も多 か った。

児童 自 らが 目的意識 を持 った学 び合 いの あ り方 にっ いて,今 後 もさ らに検討 を深 めた

い。
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匝 学年A分 科会1研 究主題 相手 とのかかわ りを大切 に しなが ら,

進んで話す児童を育て る学習活動の工夫

圏 「学び合 い」 という活動 を通 して,自 分の思 いや考えを よ りよ く表現 しよう

とす る

(1)教 材 名 「白いぼ う し」

② 研究主題 と教材 とのかかわ り

本教材 は,現 実 と空 想が巧 み に交錯 し,詩 的で繊細 なみずみず しいイメー ジを抱かせ るフ ァ

ンタステ ィ ックな童話作品であ る。主人公 は じめ登場人物の心優 しい交流が楽 しく温か く描か

れてい る。

児童 は,楽 しみなが ら場面の情景や人物の気持 ち ・行動 を想像豊か に読み取 る ことが で きる。

また,自 らの疑問や感想 ・意見 も多 くもつ ことがで きる。 そ こで,共 通の学習課題 につ いて 自

分の思 いや考えを整理 し,グ ル ープ形式で 自由に話 し合 う学習活動 を設定 した。

相手の話を 自分の思 いや考え と比 べなが ら聞 き,そ れ を受 けて 自分 の思 いや考 えを相 手に聞

いて もらいたい とい う意欲 を もって話 す。 明確 な相手意識 や目的意識 を もって話 し合 い,聞 き

合 うことで,友 達の表現 に共感 し,友 達 のよさや 自分 のよさを共有す ることがで きる。 それに

よ って充実感や満足感 を味わ いなが ら,個 性 をのば し,自 己表現 力が育 って い くもの と考えた。

(3)学 習活動の概要(全11時 間 ・本 時9/11)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るための具体 的手立て(・ 支援◎ 評価)

一 ・ 「車 の い ろ は空 の い ろ 」 か ら他 ・あまん きみ この描 く独特 の世界 の雰 囲気にな じ

次 の作品を読む。 む よ うに す る。(音 楽 ・地 図)

(1) ◎ ス トー リー や 松 井 さん に っ い て 感 想 が もて た か 。

・初発の感想 を もとに,学 習課題 ・初 発の感想 を もとに学 習課題 を考え,学 習の見

を考え,学 習計画 を立て る。 通 しを もっ よ うに す る。

二 ・課 題 につ いて 話 し合 う。 ・根拠 にな る叙述 に線 を引いた り,書 き込みを し

(グ ル ー プ ・全 体) た り して,自 分 の 考 え を もて る よ うに す る。

次 ☆夏みかんを車 に入れ た松井 さん ・自分 の話 し合 い の あ あて に留 意 させ ,話 し合 い

の気持 ちを考 えよ う。 で読みが深ま るよ うにす る。

(8) ☆松井 さん はどん な人 か考 え よう。◎友達の考えのよ さを取 り入れなが ら,自 分の考

☆女の子 はち ょうだ ったのか,考 えを 日記や手紙,吹 き出 しにま とめ ることがで

え よ う。(☆ 印 は課 題) きた か 。

三 ・ 「車 の い ろ は空 の い ろ 」 な どか ・他 の 作 品 に っ い て ス トー リー や 松 井 さん の 人 柄

次 ら好 きな作 品を選 び,感 想を交 についての感想を話 し合 うよ うにす る。

(2) 流 す る。 ◎感想を進んで発表す ることがで きたか。
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(4)本 時 の指 導

① 目 標 ・読 み取 った こ とを進 ん で話 し合 お う とす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・ 「女 の 子 は ち ょ うだ った の か 」 に っ い て ,相 手 の考 え を 受 けて 話 した り,自 分

の 考 え と比 べ なが ら聞 い た りす る こ とが で き る。(表 現 ・理 解)

・女 の 子 の 気 持 ちや 様 子 を想 像 豊 か に読 む こ とが で き る
。(理 解)

②展 開

学 習 活 動 ・ 支 援

表 現 活 動 ◎ 評 価

1学 習課題 を知 る。

「女 の子 は ち ょ うだ った の か 」 にっ い て話 し合 お う 1
2本 文 を 読 む 。(3・4場 面) ・前 時 に用 意 した 「話 し合 い メ

微音読 モ」の 内容 を確か めなが ら読

む よ うにす る。

3話 し合 いの めあてを決 める。 ・自 己評 価 カ ー ドで ,共 通 の あ

あて と,個 人のめあてを確か

め るよ う にす る。

4課 題 につ いて 話 し合 い,自 分 グル ー プで,話 し合 ・ 「話 し合 い メモ 」 を も と に話

の考えを確か にす る。 う 。 し合 うよ うに す る。

相手の話を受けて話 ・話 し合いの様子 をっかみ,適

し,自 分 の 考 え と比 切 に助 言す る。

べ な が ら聞 く。 ◎読み取 った ことを進 んで話 し

合 お う と して い るか。

5話 し合 いを通 して読 み取 った 話 し合 った こ とを も ・吹 き 出 し
,日 記,手 紙,感 想

ことを,自 分 の好 きな方法 でま とに,自 分 の読 み を の カ ー ドを用 意 す る。

とめ,発 表 す る。 書 く 。

自分の考 え と比 べな ◎想像豊か に読 む ことがで きた

が ら聞 く。 か 。

6本 時の学習を振 り返 り,話 し ◎話 し合 いのめあて は達成で き

合いの 自己評価 をす る。 た か 。

③評 価 ・意欲 を もって話 した り聞 いた り しよ うと したか。

・相手 の考 えを受 けて話 した り,自 分 の考え と比 べなが ら聞いた りす ることがで

きたか。

・友達 と話 し合 うことによ って読 みを深 め ることがで きたか
。
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(5)研 究の成果 と課題

く成果 〉

① 単元展開 の工夫

・導入で 「車 のいろは空 のい ろ」を読み聞かせ た り,作 品をテ ーマ に した音楽を聞 かせた り し

た。 それ によ って,主 人 公の人柄や物語の雰囲気を児童がっかむ ことがで きるよ うに した。

また,本 単元 「白いぼ う し」への興味関心を もっ ことがで きるよ うに した。

・学習課題 は児童の感想 を もとに して,主 体的な話 し合いがで きるよ うに設定 した。 その結果,

大部分の児童が 自分の考 えを もち,主 体的 に話 し合い に参加で きた。

・ワークシー トの活用のね らいは,第 一 に叙述 に即 した読みを意識づけ ることであ る。本文 を

載せた ワー ク シー トは書 き込 みやす く,考 えの根拠 を確認 しやすか った。第二 に読み取 った

ことを人 に話す ときに抵抗 をな くす ことであ る。話 し合いの際に何を話 した らよいか分か ら

ない児童 にと って は,話 す ことがま とめ られてあ るので,抵 抗な く話す ことがで きた。

・話す機会を多 くす るため,話 し合い は少人数 グループで行 った。また,グ ル ープは偏 りが な

ないよ うに読む力 ・聞 く力 ・話す力を踏 まえて編成 した。それ によ り,一 入一人が活発 に話

し合 いに参加で きた。

② 支援 ・評価

・一人読みの段階で児童 の ワー クシー トに助言を加え,話 し合 う視点をは っきりさせ る ことが

で きた。

・ 「話 し合 いの手 引き」を作成 し,話 し合 いの進め方 やマ ナーを理 解 させた。 話 し合 いが苦手

な児童 は話 し合 いの ルールを知 ることで,話 す ことへの抵抗 がな くな り,児 童全員が話 し合

いに参加す る ことがで きるよ うにな った。

・グループの話 し合 いを充実 させ るために支援計 画を立てた。 また,児 童の ワー クシー トか ら,

読みの実態 を把握 し,読 み間違 えや重要 なポイ ン トの欠落が分 か るよ うに個人の支援表を作

った。 これ によ り,児 童 につけ させたい力が明確 にな り,適 切 な助 言を与え ることがで きた。

・自己評価 カー ドには,話 し合 いに必要 な聞 く話 す技能 を表に し,さ らに,自 由にめあてを書

き込め る空欄を設 けた。 自己評価 す ることで児童 は 自分 の活動 の様子 を振 り返 ることがで き,

次のめあてを もっ ことがで きた。

〈課題 〉

話 し合 いの基礎 を身 に付 けさせ る ことに重点 をおいたため,読 み深 あが弱 か った。読む中で,

表現(話 し合い)し,ま た読み に戻 る とい う位置付 けで研究 を深 めたい。 その ためには,ま ず,

学習課題 の見 直 しであ る。多様 な考えが 出る課題,読 み深 まる課題 を設定 したい。また,児 童

が話 したい,聞 きたい と思え るよ うな必然性 のある話 し合 いを計画 的に設定す る ことが大切で

あ る。 それ には,指 導 の組み立て方 を もう一度見直 し,書 く,読 む,話 す などの様 々な活動 を

効果 的に組 み合 わせ,単 元計画を組んで い きたい。 さ らに,よ い話 し手 とよい聞 き手の育成 で

ある。真剣 に聞いて くれ る聞 き手が いるか らこそ,話 し手 は心 を許 し話 したい ことを 自由に言

え るので ある。
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1低 学年分科会i研 究主題 読んで感 じた ことや考え たことを,

楽 しく表現 し伝え合 う児童を育て る学習活動の工 夫

團 「たか らさが し」によ って楽 しく伝え合 い,自 分が書 いた ものを振 り返 る

(1)教 材名 「えい っ」

(2)研 究主題 と教材 とのかかわ り

本教材 は内言 まで含 める と,実 に五十 あま りの会話 によって物語が成 り立 って いる。 くま

の親子の会話を中心 に,そ の心情 を思 いや りなが ら,楽 しく読 ませ たい。

音読後,大 きな絵 を前 に,お 面 をかぶ って動作化す る。 これ は,登 場人物の気持 ちを考え

るための導入 と して有効 と考え た。

吹 き出 しを書 く時 には,数 種 の ヒン トカー ドを用意 し,欲 しい と思 う児童が 自分で選べ る

よ うにす る。 「書 き方がわか らない。 」 「書 き出 しが見っか らな い。」 などの問題点を克服

し 「自分で も書 いてみ よ う。 」 とい う意欲 にっなげたい。

さ らに,友 達の吹 き出 しか ら,め あて にあ ったよい表現 を見っけて くる 「たか らさが し」

の活動 も取 り入れ る。 「たか らさが しカー ド」に,自 分が気付かなか った ことや,自 分 とは

違 う表現の仕方 を集 めて くる。楽 しみなが ら伝 え合 うことによ って,自 分の表現を もう一度

見直 し書 き直 した り,書 き加 えた りとい う活動 に も意欲的 に取 り組め ると考えた。 また,た

か らさが しの成果 を発表 し合 うことで,自 分 の表現の向上への意欲 も期待 したい。

(3)学 習計画 の概要(全16時 間 ・本 時10/16※ 印)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るための具体 的な手だて(・ 支援◎ 評価)

・ 「え い っ」 の体 験 を発 表 し合 う。◎成 功 した体験を発表で きたか。 ・提示。

第 ・初 発 の感 想 を書 き,発 表 す る。 ・さ し絵 を生か した大 きな絵を提示す る。

一 ・登場 人 物 に っ い て話 し合 った り ・会 話 に シー ル を は る。

次 で きごとを確 かめた りす る。 ・気持 ちが表れて いる ところにサイ ドライ ンを引

(5) く 。

◎ 自分の言葉 で,発 表で きたか。

・各場面 の くまの子 の気持 ちを考 ・音 読 → ・動 作 化(お 面
,ペ ー プ サ ー ト)→ ・吹

第 え,吹 き出 しに書 く。 き出 しに書 く(ヒ ン トカ ー ド)→ ・た か ら さが

二 ・た か ら さが しを す る。 し(た か らさが しカ ー ド)→ ・書 きた した り,

次 ※本 時は,く まの子 が電車 の中で 直 した りす る→ ・発表 とい うサ イクルで各場 面

(8) 黙 って何 か考えてい る場 面。 の学習をす る。

◎それぞれの活動 を進んでで きたか。

第 ・続 き話 を考 え て ,書 く。 ・一 人 で書 け な い 児 童 は ,2～3人 で書 い て もよ

三 い こ とに す る。

次 ・叙 述 か らそ れ な い よ うに助 言 す る。

(3) ・続 き話 を発 表 し合 う。 ◎続 き話 を考 えて書 き,進 んで 発表で きたか。
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(4}本 時 の 指 導

① 目 標 ・黙 って 考 え て い る時 の くま の 子 の 気持 ち を,進 ん で吹 き出 しに書 き,読 み 合 お う

とす る。(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・黙 って 考 え て い る時 の くま の子 の 気 持 ち を話 し合 った り
,吹 き出 しに 書 い た りで

き る。(表 現)

・お 父 さん の ま ね を した くまの 子 の 行 動 や 気 持 ちを 読 み 取 る こ とが で き る。(理 解)

② 展 開

学 習 活 動

表現活〕
・ 支 援

◎ 評 価

1.め あて を確 か め る。

『「

くまの子 は,だ ま って何 を考えてい るのだろ う。

L_____、 一
L

2.め あて を ふ ま えて,各 自

微 音 読 す る。

3.5・6場 面 の く ま の 子 に3.

な り,動 作 化 す る 。

2.く まの 子 の 気持 ち が,

書 か れ て い る こ とを お さ}

え な が ら読 む 。

i・ 前 時 まで の 学 習 の流 れ に沿

って 確 か あ られ る よ うにす

る。

{・ 背 景 の絵 を は り,雰 囲 気 を

… つ くる。

・読 み に抵 抗 の あ る児 童 に は

個別 に助 言 す る。

}◎ 微 音 読 で きた か 。

4.く まの 子 は,黙 って 何 を

考 え た か を 考 え,吹 き 出 し

に書 く。

5.吹 き出 しに書 い た こ とを

お互 い に読 み合 う。

くま の子 の気 持 ち を考

え な が ら動 作 す る。 気 持 、

ち を っぶ や く。i

i4
.

え,自 分 な りの 言 葉 で 書 ・

く。

くまの子の気持ちを考謄 撃 鶴 裏写鮎

i◎ 自分の諜 で欽 き出しを

書 くこ とが で き た か。

6.読 み合 った こ とを も とに16.

書 き加 えた り,修 正 した り!

5.友 達 の 吹 き 出 しか ら,

め あ て にあ った よ い と思

う と こ ろな どを 見 つ け る。

場 所 を 考 え て 書 き加 え

た り,修 正 した りす る。

す る。

7.見 つ け た 「たか ら」 や吹
:7.

き出 しを 発 表 す る。

8.授 業 の 感 想 を 書 く。

rた か ら」 や 吹 き出 し

を発 表 し合 う。

8.わ か った こ とや よか っ

た こ とを書 く。

…・見 つ け た こ と を書 く 罫たか

ら さが しカ ー ド」を 配 る。

・見 て まわ り ,助 言 す る。

◎ 見 つ け た 「た か ら」を 生 か

す こ とが で き たか 。

◎ 進 ん で 発表 す る こ とが で き

たか 。

◎ 感 想 を書 く こ とが で きた か 。

③ 評 価

・め あ て に つ い て 考 え な が ら
,動 作 化 し,吹 き 出 しを 書 き,読 み 合 う こ とが で きた か 。

・読 み 合 う こ とに よ り
,自 分 の 考 え を 振 り返 っ た り,広 げ る こ とが で き た か。
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(5)研 究 の 成 果 と課 題

く成 果 〉

① 伝 え 合 う活 動 … 「た か らさが しカ ー ド」 を 通 して 。

・友達 が書 い た 吹 き出 しを 読 み
,自 分 が 気 付 か な か った こ とや,ま ね して み た い 表現 を 発 見

す る 「た か ら さが し」 の活 動 を 喜 ぶ 児 童 が多 く,熱 心 に取 り組 む 姿 が 見 られ た。

・い い と思 った友 達 の表 現 を写 して く る こ とに よ って,自 分 の吹 き 出 しを 読 み 返 した り ,自

分 の 吹 き出 しに書 き足 した りす る こ とが で きた。

・子 供 た ちが 好 ん で 使 うよ うに な った言 葉 が 「たか らさが し」の 活 動 に よ
って 生 まれ た 。

例 ・ま ほ うっ か い ・ころ あ い の リズ ム ・ 「え い っ」 の 一 日

・声 か け に よ り ,見 っ けて きた 言 葉 を,自 分 な りの 言 葉 に変 え て 使 え る児 童 も出 て きた 。

・直 した り ,っ け 足 した りす る活 動 へ の 抵 抗 が 少 な くな った。

・ 「どの 位書 け ば い い の か
。 」 と分 量 を 気 に す る こ とが な か った。

・書 き写 して く るだ け で な く
,内 容 や 表 記 に つ い て の会 話 も生 まれ て い た。

・児 童 の活 動 の 自然 な流 れ は ,「 た か ら」 を 見 つ けて,す ぐ発 表 す る よ り,自 分 の 吹 き 出 し

を読 み返 した り,直 した り,っ け 足 した りす る こ とが 先 だ った。

・読 まれ る ことが 書 く こ とへ の 励 み に な った
。

② 単 元 展 開 につ いて

・お 面 を か ぶ った り 「動 作 化 」 した りす る こ と は
,吹 き出 しを 書 くた め に 有 効 で あ った。

・授 業 感 想 に は ,た か らさが しの こ とを 書 く児 童 が 多 か った。 活 動 に し っか り と取 り組 あ た

か ど うか に っ い て 書 く児 童 もい た 。 くまの 子 の 気持 ち を ま とめ る よ うな形 で ,書 く児 童 も

い た。 評 価 に も役 立 った。

・続 き話 を書 く活 動 に も
,ス ム ー ズ に 入 って い け る児 童 が 多 か った 。 教 科 書 の 話 か ら極 端 に

はず れ たお 話 を書 く児 童 も少 な か った。 吹 き出 しに書 い た こ とを 生 か して 書 い て い る児 童

が 多 か った。

③ 支 援 と評 価 につ いて

・吹 き 出 しを 書 く時 の ヒ ン トカ ー ドは
,児 童 自 ら,必 要 と思 った ら,考 え て選 択 して い た。

・ 「書 き出 し」 の ヒ ン トカー ドと 「ヒ ン トにな る こ とば 」 の ヒン トカ ー ドを 合 わ せ て 使 って

い る児童 もい た 。

・ 「支 援 表 」 が 児 童 の実 態 を っ か む上 で 役 に立
った。

〈課 題 〉

① ・児 童 が 「たか らさが し」 で 何 を写 して くれ ば よ いか を 明 確 にす る手 だ て が 必 要 で あ る。

・お 互 い に 「た か ら」 とな り うる もの を 自分 の 吹 き出 しの 中 に表 現 す るに は
,読 み 取 りが 大

切 に な って くる。

② ・そ の た め に は,読 み を 深 め るた め の 手 だ て の 充 実 が 必 要 に な る。

③ ・ 「支 援 表 」 へ の書 き込 み に 時 間 が か か るの で,実 用 的 な もの に す る。

・い くつ か の活 動 が 交 差 す るの で
,実 態 を把 握 した上 で の支 援 が 大切 で あ る。
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n学 年B分 科A研 究主題 イメー ジ豊か に読む 中で,自 分の考えを深め,よ りよい

表現(書 く)を 求 あて い く児童 を育て る学習活動 の工夫

匪 亙 亜]・ 交流・という活動の効果によ・て渚 えや思いをよりよく表現 しようとする

(1)教 材名 「地図の ある手紙 」

(2)研 究主題 と教材 とのかかわ り

本教材 は 「源 さん 」 とい う登場人物の視点で展開す る物語であ る。 従 って,源 さんの内言

や様子の文章表現 が多い。 児童 にとって,想 像を広げて読む ための手がか りとな る叙述 も数

多 くあ ることにな る。源 さんの優 しさや温か さ等 にっいて,叙 述 に却 して イメー ジ豊か に想

像 して 自分 の考えや思いを もつ ことが比較的容易 な作品 といえ る。 また,行 動描写 や情景描

写な どの文章に は源 さんの一郎 に対す る思 いが こめ られて いるため,児 童 に源 さん や一郎 の

視点を もたせ ることで その心情 に迫 りやす い。支援 として,源 さんの人柄や性格 について読

む 「源 さん シー ト」や一郎の 「紹介 シー ト」をま とめる等 の学習方法 を取 り入 れ,児 童が書

くこ とで 自分の思 いや考 えを表現 で きるよ うに した。 また,主 体的 に自分 の思 いや考えを も

った り,友 達の思 いや考 えを参考 に して考えた りす る等,読 み進 あて 自分 の言葉で表現す る

(書 く)よ さや楽 しさ,満 足 感な どに気付かせ ることがで きる教材 であ る。

このよ うに,自 分の思いや考えを深め るため に効果的な刺激の場 とな る学 習活動の ひとつ

と して,単 元展 開の工夫の中心 に 「交流」を と らえた。 この交流を,一 人読みの段階 にお け

る交流(「 自分 と自分の交流」=「 交流 ア」 とす る)他 者の力 も借 りて 自分の読みを深 めた

り変容 させた りす るたあの交流(「 自分 と他者の交流 」=「 交流 イ」 とす る)の 二段階 に整

理 して位置付けた。 〈自分 〉の 中に見 いだす相手 は自分 自身が表現 した(書 いた)も ので あ

った り主体的 に関わ って読んで い る作 品その もので あ った りす る。 「交流 」の相手が 自分で

あれ 「他者Jで あれ,「 交流 」によ って児童 は 自分 の表現 を見 直 した り振 り返 った りしなが

ら広 げる ことにな り,今 ある ものよ り 「よい もの、に したい とい う意欲が 喚起 され る。 自分

の考え をっ くって い く過程 を大切 にす るとい うね らいに沿 って,児 童が表現(書 く)の 交流

を もて るよ うに支援す ることによ り,一 人一人の読 みにおけ る表現 した ものを充実 させて 自

己を表現す る力 を育 て ることがで きると考えた。

(3)学 習計画の概要(全10時 間 ・本時7/10)

時 主 な 学 習 活 動 主題 に迫 るたあの具体的な手立て(・ 支援◎評価)

第 全文 を読み初発 の感想 を書 く。 ・心 に残 った こ とを 中心 に 書 くよ う に助 言 す る。
一

次(2) 学習課題 を作 り計 画を立 て る。 ◎学習活動の見通 しを もてたか。

源 さん の人 柄や気持 ち につ いて ・源 さん シー トや 一 郎 の 「紹 介 シー ト」 を ま とめ ,

第 ま とめ る。 源 さんの人柄をっかみ,一 郎への思 いを想像す る

二 よ う助 言 す る。

次 ◎源 さんの思 いを自分 な りの言葉 で書 き表 せたか。

一本杉 に着 くまでの源 さんの思 ・一 本 杉 まで の 道 の りを た ど りな が ら,手 紙 を配 達

いを想像 す る。 す る源 さん の思 いを想像す るよ う支援 す る。
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第 ◎手紙を配達す る源 さんの思いを 自分 な りの言葉で

二 書 き表せたか。

次 一郎 の手紙をよんだ源 さんの思 ・P18の 最 後 の5行 を丁 寧 に読 み取 るよ う支 援 す る
。

(6) いを想 像す る。 ◎手紙を読 んだ源 さんの思 いを自分の言葉で書 き表

せ た か。

第 一郎の手紙 に返信 を出す
。 ・自分の選択 した手法(手 紙 ,日 記 など)で 源 さん

三 作品 を交換 して,お 互 いの感 じ と一郎 の心 のっなが りを表現で きるよ うにす る。

次 方 を知 る。

(2) ◎ 自分 の手法 や言葉で返信 を書 き表せ るか。

(4)本 時の指導

① 目 標

・一郎の手紙を届 けよ うとす る源 さんの気持 ちにっ いての 自分の考えを
,交 流 によって深

めた り広げた り しようとす る。(関 心 ・意欲 ・態度)

・源 さんの様 子や気持 ちにっ いて考えを深めた り広げた りす る
。(理 解)

・源 さんの気持 ちを見直 し,自 分の言葉でよ りよ く書 き表す。(表 現)

・文末表現 や倒 置法 の効果に着 目 しなが ら言語感 覚を働 かせて読む
。(言 語事項)

②展 開

学 習 活 動 表 現 活 動 ・支 援 ◎ 評 価

〈前時の展 開 〉

・源 さんが歩 いた道の様子 ・教科書 にチ ェックを入れ なが ら読

を 学 習 シー トに書 き込 む 。 む よ う助 言 す る。

・源 さんの思 いがわか る文 ・支 援 カ ー ドの 用 意 。

章 とそ こか ら想像 した源 さ (取 り上げたい描写 ・気付かせた

んの思いを学習 シー トに書 い源 さん の 思 い ・キ ー ワ ー ドな

く 。 ど)

〈本 時の展 開 〉
1◇表現 ▽交瀧 馴

1.前 時 を振 り返 る。 ・前時の学 習に作成 した シー トの写

・学 習 課 題 の確 認 。 しを 用 意 す る。

1源 さん は・ どんな ことを思 いなが ら一本杉 まで歩 いてい ったのか?1

2.友 達 の 学 習 シー トを参 ▽友達 の作品を見 に行 っ ・各 自 に応 じて ,参 考 に しやす い 友

考 に しなが ら,自 分 の シ て,学 習 シー トの 充実 達 の シー トを 紹 介 す る。

一 トを 加 除 修 正 す る
。 に生 か す 。 ◎友達の シー トを参考 に して 自分の

交 流 イ ・ア 表現を よりよい もの に したか。

3。 学 習 シー トを参 考 に学 ◇▽ 自分の考えが うま く ・吹 き 出 しや イ ンタ ビュ ーな ど ,表

習課題 について 自分 の考 表現で きるよ う言葉を 現 しやすい方法 で書 くよ う助言す

え を ま とめ る。 吟 味 す る。 る 。

圃 ◎ 自分 の言葉で源 さんの思 いが書 き
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4.自 分の作品を読み直 し

て 自分の考えが うま く表

現 されてい るところに赤

線を引 く。

5.学 習感想を書 く。

▽ 自分 の書 いた ものを読

み直 し自分 の思 い と表

現 を再確認す る。

圃

表せ たか。

・赤線が 引けない児童 は教師 や友達

と一緒 に探す。

◎ 自分 の表現 に赤線 を引けたか。

◎ 自分 の学習 に感想が持て たか。

③ 評 価

・観 点 を もって 「交 流 」 し,自 分 の考 え を深 め た り,広 げ た り しよ う と した か。

・源 さん の 様 子 や気 持 ち に つ い て の 自分 の考 え を見 直 し,自 分 の 言 葉 で源 さん の思 い

を よ りよ く書 き表 した か 。

(5)研 究の成果 と課題

本分科会で は,r効 果 的に 「交流 」を起 こす ことがで きれば,よ りよい表現(書 く)を 求

めて い く児童が育 っ』 とい う仮説 の もとに研 究を進 めて きた。授業の検証 を通 して,次 のよ

うな成果 と課題を得 ることがで きた。

・ 「交流」

児童が進んで よ りよい表現 を求 めてい く学 習の場 として 「交流 」を考 えた。 自分 の考えを

もち表現す るため の交流(交 流 ア)と よ りよ くしてい くための交流(交 流 イ)を,児 童が一

度表現 した ものを よ り高 あた り深 めた りす るための場 として設定 したので あ る。 「交 流ア」

にお いて は,児 童 は 自分 自身 や作品 と深 く関わ り,自 分 の考 えを しっか りともっ ことがで き

た。r交 流 イ」 において は,友 達 の考 え方 や表現方法 にふ れ ることによ って,自 分 の表現 を

振 り返 り,書 き加 えや修正,あ るい は次の表現 の場 に生 かすなどの活動 に結 びつけ ることが

で きた。学習 はあ くまで も個人 の ものであ るが,そ の過程 で,集 団の力 を借 り個 を伸 ばす可

能性 を見 いだす こ ともで きた。

しか し,児 童の活動 に負 うところが多 いだけに,「 交流 」の中で,叙 述 に立 ち もどる読 み

の機会を どの ように位置づ けるか,ま た,話 し合 い活動 をどのよ うに組み込んで い くかなど

につ いて,さ らに検討 して い く必要が ある。 「交流 」の観点 の明確化や全体で共通 に理解す

べ き事柄の押 さえ方 につ いて今後 の課題 としたい。

・支援,評 価の工夫

指導計画 に基づ いて,本 単元全体 にっ いて の児童の実態 と支援 を考え た一覧表 を作成 した。

この表の作成 によ り,各 時間の支援が は っき りす るだ けで はな く,単 元の学習全体 を見通 し

た支援 を考え ることがで きた。 さ らに,単 元全体の構造を見通す こと も容易 にな った。 この

一覧表を もとに して時間 ごとの支援計画 を作 ったが
,支 援の観点を はっき りさせ る ことがで

き,ま た児童の実態を段階 に分 けて とらえ られ,授 業 中の支援の能率化 に大 きく役立 った。

このよ うな支援 は,そ の まま評価 にっ なが るので その意味で も有効であ った。支援 について

の一覧表を一般 化す ることで,日 常の授業 に常 に生かせ るよ うに して きたい と考えて いる。

また,児 童 の発 達段階を考慮 に入れて能力を系統的 に考え る ことが充分 にで きなか った。支

援 との関係 において,研 究の必要を感 じて いる。
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陣 学年B分 科会 研究主題

璽

読みの 中で 自分の 思いや考 えを泊 分の よさを生 か しな1

が ら表現す る(書 く)児 童を育て る学習活 動の工夫

「ピカ イ チ,

とす る

いた だ き カ ー ド」 で 自分 の よ さに 気 付 き,よ りよ く表 現 しよ う

(1)教 材名 「た こた こあがれ」

(2)研 究主題 と教材 とのかかわ り

本教材 は,今 なお 日本各地 で行 われて い るた こあげの行事 を,「 どん なた こが あるか」

「どんな願 いを込 めて作 られ,あ げ られ るのか」 という問いに答え る形 で書 かれた説明文で

あ る。た こについて,い くつかの観点を明確 に して書かれてい るので,要 点 の把握を無理 な

く行 うことがで きる。

また,お 正 月の遊 び と してのた こあ げという認識 しかなか った多 くの児童に とって,書 か

れてい る内容 は,新 しい発見であ った り驚 きであ った りす る。 この ことは,児 童の知的好奇

心を ゆさぶ り,感 想を もちやす い教材で ある。大事 な ことを落 とさずに読み とり,自 分の考

えや感想を もちなが ら,再 構成 した り,そ れを読み合 った りす る学 習活動を取 り入れ ること

は,読 みをた しかで豊か な もの にす ると ともに,よ りよい表現を取 り入れてい こうという児

童の意欲を喚起す る もの と考え た。 また;願 いを込 めたた この紹介文を書 くことで この教 材

が生活の中 に生 きて くると考え た。

(3)学 習計画の概要(全13時 間 本時6/13)

時

次

(2)

次

(g}

次

(3)

主 な 学 習 活 動

・全文を読み感想を書 く。

・学習や読みのああてを決め,

学習計画を立て る。

主題 に迫 るた めの具体的な手だて(・ 支援◎評価)

・ 「た こた こあ枷 を段劃 ・学習 を・0ター ンイヒし,学 習の手引 きの活用齪 す.

と に読 み と り,自 分 な りの 方1・ 前 時 まで の ワ ー ク シー トや 提 示 物 の 活 用 を 促 す 。

・初発の感想 を生かす よ うに支援す る。

◎ めあてを もち,学 習の見通 しをたて ることがで き

たか。

法 で 書 きま とめ る。

(第4段 落 は た こを説 明 す る

文 章 を書 く。)

・書 き ま とめ た もの を読 み合 い

よい 表 現 に つ いて 発 表 し合 う。

・修 正 や 書 き加 え を す る。

・各 段 落 の 要 点 を1～2文 で ま

とあ る。

・自分 の 願 いを こめ た た こを作

り,紹 介 文 を 書 く。

・提 示 した り,写 真 と共 に文 集

にす る。

・既 習 の た こと比 べ る よ うに助 言 す る。

・ピカ イ チ ,い た だ きカ ー ドの 活 用 を指 示 す る。

◎ 観 点 を明 らか に して,分 か りや す く書 き ま とめ る

こ とが で きた か。

◎ 自分 で 頑 張 った と ころや,友 達 の 表 現 の よ い と こ

ろ をみ つ け る こ とが で き,自 分 の 書 き ま とめや 次

時 の め あて に生 か す ことが で き たか 。

◎ 要 点 を1～2文 で ま とめ る ことが で き たか 。

・第4段 落の学習を振 り返 るよ うに指示す る。

・紹介 をす るための観点 を明 らか にす るよ う助言す

る。

◎分か りやす く紹介文 を書 くことがで きたか。
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(4)本 時 の 指 導

① 目 標 ・ 「お に よ うず 」 にっ いて 自分 な りの 言 葉 で ま とめ,進 ん で 読 み 合 お う とす る。

(関 心 ・意 欲 ・態 度)

・ 「お に よ うず 」 にっ いて ,観 点 を は っ き り させ,自 分 な りの 方 法 や 言 葉 で ま と

め る こ とが で き る。(表 現)

「お に よ うず 」 の 特 徴 を 読 み 取 り,要 点 を ま とめ る こ とが で き る。(理 解)

② 本 時 の展 開

・ 支 援

学 習 活 動
表現活動 ◎ 評 価

1.前 時 を振 り返 る。 ・前時までの学習を提 示する る

・学習課題を確認す る。

お に よ うず は,ど ん な た こで,ど ん な願 い を も って 作 られ た の だ ろ うか。

・め あて を 確 認 す る。 ◎個 のめあてが もて たか。(発 表, シ ー ト)

2.第3段 落 を 読 み,お ・読 み取 った こ と ・学習の手 引きや前時 の作品をみ るよ う助

によ うず につ いて読み を 自分 な りの方法 言 す る。

取 ったことを書 きまと で ま とめ る。

あ る 。

3.書 き ま とめ た もの を ・友達 の表現 のよ ・観点 や要点 に も気付かせ るよ う助言す る
。

互 い に読 み 合 う。 い ところを見 っけ ◎ 友達 の表現 やま とめ方の よさをみ つけた

ピカ イ チ カ ー ドに か 。(観 察,カ ー ド)

書 く 。

4.自 分 の 書 き ま とめ た ・気 付 い た こ とか ・本 文 で 確 か め る よ う助 言 す る。

もの につけ加 えを した ら,修 正 を す る。

り修 正 を した りす る。

5.友 達 の表 現 や ま とめ ・互 い の よ い と ころ を 認 あ合 え るよ う ,よ

方 のよい ところを発表 く聞 くよ うに 示 唆 す る。

す る 。

6.要 点 を 確 認 す る。 ◎筆者 の問いかけに対す る答えの文が書け

た か 。(ワ ー ク シ ー ト)

7.授 業 の 感 想 を 書 く。 ・感想 や次 に生 か

した い こ とを書 く。

③ 評 価

・お によ うず にっ いて ,読 み 取 った こ とを書 き ま と め,読 み 合 う ことが で きた か。

・書 きま とめ ,読 み 合 う こ とに よ り,要 点 を ま と め る こ とが で き たか 。
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(5)研 究の成果 と課題

く成果 〉

①単 元構成 の工夫

・学 習計画 や前時 までの ワー クシー ト,学 習 した ことのま とめなどを提示 した。 その結果,

児童 は見通 しを もって学習 した り,表 現 内容や表現方法 をよ りよ くす るための参考 に し

た りす るな ど主体的な学習の姿が見 られた。

・自分 の願 いを込めたた こを作 り皆 に紹介す るとい う活 動は
,児 童の願 いに一致 した活動

であ り,そ れ を学 習のめあて に した ことによ り,意 欲 を持続 させ る ことがで きた。

・再構成 は内容 を理解 す る上 で は有効であ った。

②学 習の個別化

・一人一人が 自分 で選 んだ表現方法で再構 成を していたので
,児 童 は意欲 を もって 楽 しく

書 くことがで きた。 また,児 童が 自分 で幾っかの方法 を試 した り,友 達 の様 々な表現 を

見 た り しなが ら,よ り分 か りやすいま とめ方 を考 え るよ うにな って い った。

・毎 時間,個 の ああてを もたせた ことによ り,自 分が表現 したい内容や方法 をよ り具体的

にイメー ジさせ ることがで きた。また,授 業 感想で 「めあての通 りで きた」と書 く児童

もお り,自 己評価 す る上で の1っ の視点 とな った。

③ 自己評価,相 互評価 の工夫

・ピカイチカー ドに書 かれ た内容 か ら自分 のよさに気付 くと同時 に
,自 分の表現が認 め ら

れ た喜 び もあ り,自 信 を もって書 くよ うにな った。

・発表 いただ きカー ドに書 く活動 は,自 己評価す る とともに友達の よさに気付 くことで あ

り,自 己評価 と相互評価の両方 に役立 った。

・授業感想を書 くことを通 して 自分 の表現活動 を振 り返 り
,よ りよ くなるための次時のめ

あてを もっ ことがで きた。

・書 いた ものを と じて冊子 に し,後 書 きを書 くことによって単元を振 り返 り,自 己の変容

に気付 くことがで きた。

④ 評価計 画,支 援計画の作成

・毎時間の指 導内容の重点を決 め,そ の内容を簡単な単語(要 素)に 置 き換え ることによ

って,指 導 内容が把握 しやす く,支 援表への書 き込み も簡単 にな った。

・支援計 画 と評価計画が一体化 した支援表 は,児 童の変容が見えやす くなり,単 元の どこ

で どんな支 援をすればよいかが よ り明確 にな った。

〈課題 〉

・再構成 は,内 容 を理解 す る上で は効果的であ るが,自 己を表現す る力を育て るとい う点

で は限界が あ る。説 明文 においては,自 分の生活 とのかかわ りを意識 させ なが ら表現す

る力を育て るよ うな単元展 開を工夫す る必要が ある。

・読み合 いの時 に
,自 分 は友達 の何(ど こ)を 見て くるのか をきちん と把握 してか ら読み

合え るように,評 価項 目の精選 や視点 のあて方を工夫す る必要があ る。
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皿 研究 の成果 と今後 の課題

自己表現力 とは,「 自分 らしさを取 り入れて表現 する ことがで きる活動を支え る能力 」であ

るとの前提 に立 ち,読 みの過程 にお ける表現力の育成 を目指 して研究 を進めて きた。 この 研究

によ り,次 のよ うな成果を得 ると共 に,課 題 も明 らか になった。

1.成 果

(1)読 みの過程 におけ る表現力 の育成

読 みの過程 におけ る表現力 の育成 を追 究 して きた ことによ り,表 現 と理 解 との関連が明

らかにな って きた。読 みの学 習過程 において,児 童 は,ま ず,作 品 と出会 い 自分の中で思

いや考えを抱 く。 そ して,そ れを書 く,あ るいは話 す とい う形 で 自分 な りに表現 す る。そ

の表現 された ものを友達 と互 いに交流 させる ことによ って 自分 の読 みを深 め,よ りよい表

現 に気付 き,自 分の表現 に生か そ うとす る。 この一連の流れ の中で よ り豊か な 自己表現 力

が育 ってい くことが授業実践 を通 して検証 され た。言 うまで もな く,そ こには計画 的な支

援が必要であ る。

(2)「 児童 に付けたい力」 と 「望 ま しい姿 」の分析

表現力を 「書 く力」 と 「話す力」の両面か らと らえ,学 習段階 と発達段階 に合わ せて,

「児童に付 けたい力」 と 「望 ま しい姿」 とい う形で分析 した。 さ らに,そ の力を付 け させ

るための支援 の方法 にっいて も分科会 ごとに研究 し,ま とめた。 これ により,付 けたい力

がよ り具体的 に とらえ られ,ま たそのだめの指導の手 だてを考え る資料 と して,国 語科の

指導 の中で有効 に生 かせ るものがで きた。

(3)友 達 や 自分 のよ さに気付 き合 うことの価値

自己表現力 は,国 語科 のみに とどま らず,学 習全体,さ らに,生 活全体 にまで広が って

生 きて働 くよ うにな った とき本 当の意 味を持 っ もの と考 え る。 児童 は,友 達 との関わ りの

中で友達の よ りよい表現 に気付 いた り,ま た,自 分の よ さに も気付 くことがで きた。 さら

に,そ の よさを 自分の表現 に生か そ うとす る姿勢 を培 うことがで きた。 これ は,今 児童に

求あ られてい るコ ミュニ ケー ション能力や主体的 に考え判断 し行動 して い く力を養 う一つ

の土 台にな ってい くもの と考え る。

2.課 題

日常の学習指導 は,限 られた時数 の中で,よ り充実 した形で行われな くはな らな い。 自己

表現力の育成 を読みの過程 の中で考え るときも支援 を計画的 ・効果的に行 うことが大切であ

る。個 に応 じた支援 を考え,様 々な形 で行 って きたが,よ り適切 な,ま た,有 効な支援を継

続的 に行 うには,よ り効率 よ く重点化 した ものを考 え追究 してい く必要が あ る。
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